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静岡地学第67号 (1993)

麓 塁審 (その)

保坂貞治*

本稿は、御殿場@小山地域の自然環境の理解や、地域に根ざした理科教育の展開の一助になればと

え、筆者が中学校理科の授業で用いた資料を素材として取りまとめたものであり、地区の小@

校並びに関係の方々に贈呈した冊子の内容をベースに、その後の知見を補足したものである O 不充分

な点については今後の調査でさらに祷足@修正を加え、より確かなものにしたいので、会員諸氏のご

教示を切望する O

l 小山町周辺の地形@地震の概観

駿東郡小山町は富士火山の東麓、箱根火山の北西麓に位置し、総崩積 134.21km2(県土の約1.7%)、

人口 22，938人 (93.3.1現在、黒人口の約0.6%)の「豊かな水と緑jに恵、まれた農@工業主体の町で

ある O 富士火山と箱根火山の裾合谷である鮎沢j[[ (酒勾JlIの上流部)沿いに広がる町の西部に

(1，905 m)の展望が掲げ、北部には三国山稜のプナ原生林、南東部Uこは石仏や史話@伝説の足柄峠

や金太郎伝説で知られる金時山 (1213m)など、観光資源も数多い。

に長い町域の西部は富士火山が噴出した玄武質溶岩(小富士以西)や、火山灰@スコリア@泥

流堆積物(小笛士以東)のスロープであり、北部は篭坂峠 (1， 097 . 6 m) ~大洞山 (1 ， 383.5m) ~三

山 (1，343m) ~明神綜 (895 m) ~世附時 (710 m) ~不老山 (928 m) と連なる三国山地によって

山梨@神奈川両県と接しているO

三留山地を構成する地質は、 (1500…1000 

とする

れらは丹沢山地の地質の南西延長に当たる O 町域内

するが、 しているO

ど)であり、こ

@凝灰岩が多く分布

(1，213 m) ~足柄峠 (759 m) ~鮎沢Jl I以南の山地は足柄山地と

呼ばれ、

火砕岩(玄武岩質安山岩)、金時山溶岩e火砕岩(カンラ

コ閉山地と足柄山地の間を東流する鮎沢川沿いには、

流堆積物 e砂穣層、薄い火山灰 eスコリア層)、丘陵性山地~台地

灰 eスコリア している O これちのうち、コ

または後述する古溜句JI[

、箱根火山

な されているO

、段丘地形~金地(泥

または砂擦属、厚い火山

に分布する丘陵性山地

その上位 160mの火山灰@スコワア

とし、

ているO なお、そ
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れらの一部 ゴルブ ピードウェイなどの施設整備のため、

的改変を受けているO

これより南側に当たる大御神~中日 にかけては、 れていない新期

の扇状地~盆地堆積物 が分布し、その一部 [1 (鮎沢Jfl支流)

のため、 となっているo (図 1)。

(中期中新統)

10河川(鮎沢JI/水系)

11 (北側)に広がる湯船原台地 450m内外を示し、古酒匂JlIの氾濫原増積物(駿河

ユ富士火山噴出物 160mの火山灰@スコリア層)で構成され『須J[[寄り

の上位に泥流堆積物 さらに富士火山噴出物(瞳摩約30m

の蜂下火山灰@スコリ れている O こ 11 

地は標高 400m内外

(御殿場扇状地堆積物)

訟原より新しいこと

フ

している O

24m) され、
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2 

小山町の東に続く神奈川県山北町東部一帯は、円申奈川県の屋根jと呼ばれる丹沢山地の南部にあた

り、その東側境界には最高峰の蛭ケ岳(1，673m)をはじめ、丹沢山(1，267m)、塔ケ岳 (1，491m)、

鏑蔀山 (1，273m)などの起伏に富んだ、山設が続き、東丹沢(松田町@秦野市⑫清川村域)との境界を

なすとともに、その西側斜面 11 (河内}f[の支流)の源流域となっているO

他方百小山町の北 る

山 (1，330m)に至る

斜面よりなり、世前JI [ (河内HIの支流)

丹沢山地は、フィリピン海プレート

り ょう

よそ 500万年前円、

らの研究によって明ら

く分布

している(隠 2)。

2 a 

;土、 (1， m) ~菰釣山(1， 346 m) 

一一山~明神峠~不老山)北

傷付加(約 100-70

11 

る けている)

ど)

会〉



(1000-500万年前に貫入)に近接する部分が最も古く、丹沢山地東部では塔

@火砕岩)と呼ばれ、丹沢山地南西部で

@火砕岩)及び世附累層

溶岩@火砕岩)と呼ばれ、 ら離れるとより新し地層群(大山亜層群、煤ケ

が分布している O

こうし まれている により、

(東部)及び玄倉累層@世前累麗(南西部)堆積後に石英関緑岩質マグ

マの活動があり、丹沢山地中心部の隆起、丹沢山地南部での著しい変形(地層の逆転等)や変成作用

(結晶片岩化)が生じたものと推定されている O 丹沢層群のように、新第三紀中期に形成された若い

になっている場所は、恐らく世界でここだけといわれるほど、この地域はプレート

動に伴う新期の激しい衝突@付加帯である O なお、既に 1節で概観したように、小山町域の本層群は

(緑色凝灰器類)として三国山地に分布し、石英関緑岩の貫入

岩体』こ貫かれている O

3 足柄層群分布域の地形@地質

(第三紀鮮新世後期~第四紀更新世前期、約200…70万年前)は山北町~駿河小山にかけて

分布する砂岩@泥岩及び探岩を主とする地層で、しばしば火砕岩や溶岩を挟んでいるO 最下位は、凝

灰質砂岩@泥岩@磯岩互層、丹沢系変質火砕岩を含む堂山属、その上位に擦岩を主とする台層、丹沢

を主とし @シルト に安山岩

を主とする畑沢層、丹沢系機岩を主とする

の6躍が識別されているが、小山町内では生土~下谷付近の丘陵性山地に最上位の塩沢層が分布して

いる O

との境界に あり、山北町塩沢西方の谷(大くぽ沢)では南側の足柄層群塩

10-



静岡地学第67号 (1993)

沢層(丹沢系の亜円擦~亜角擦岩)と北側の丹沢層群平沢累層に属する変質玄武岩質火砕岩が断層を

境に急角度 (50-80
0

N)で接している O なお、小山町内を南流する生土西沢(県道御殿場~小山線より

約2km上流)の林道ぞいでは、神縄南断層(塩沢断層系)が走行N50
0

E、ほぽ垂直の断層として観

察できる O ここでは丹沢層群平沢累層(北側)に属する変質玄武岩~安山岩質火砕類と、後述する駿

河擦層(南側)に属する丹沢系火山岩類@石英関緑岩@結品片岩類の盟円穣~亜角探層が接している

1 ・写真 2)0

2 
(山北町透間) (小山町生土器沢)

神縄断層は日

リピン海プレート

ているが、

後はこれを切る

の活動に引き

たユーラシアプレート(アム

@付加の現場といわれ、同趣

(1979)は

り断層(中津川断層系)及びNE-SW

明らかにしている(図 3)。

約90-80
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ラガイなど、 200-300 m る貝化石が見られるのに、 ニ約80-70万

からはハマグリ@オオノガイ@アサリ@カガミガイ

らは溜間帯にが、小山寄りの鮎沢Jflぞ、い

したこと

させた

している O こうし

地への衝突傷付加が約100-70 フ つに(杉村 か1991)0 

ヰ

かけ 4 南北幅約 2km 

300 m以下、南西傾斜)

、
育

h
H
/
 

として分布し

丹沢山地に

、古酒匂}I1(古鮎沢

いる(図4a) 0 

る大小様々な車円擦~亜角磯(最大藤径30cm土)

J11)の氾濫原増積物である O 間結度が低いため、

は流震の少ない小河川でも、斜面の崩壊

げるとともに谷底を深く刻むため可こ

内の城山 (379m)はその好例であり、

とするルーズ

い。このため、

により激しく され、Jfl幅を広

い。音淵地

る鮎沢}I1本流の下刻作用

る(図4b)。ょっ

1972 

と

(359 mm/12 hr) 

流出 ど

とする 40

3 

1)0 2 

し

@流出 46J、 じ
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50 

00 

50 
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1 1972年 7月l
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(ha) 179.8( 67，180) 179.8( 67ヲ180)

ー中の数字が被害額(単位千円)

(スコリ

られる

ローム

は、主とし

し、

ロームさ いる G このスコリ

れた

山から供給さ

(1707年 l

に冨l結露が低いため慢食を受けやすく、雨台風や前線性豪雨等でしばしば崩壊する O

しユること

200m北西)で、富士火山

し

に、大山@領]岳@詞蘇などから飛来したパミス{石英安山岩質軽石)が保存さ

との

、丹沢山地から流

5 ) 0 こうし

係、

れ、

6)0 

(火山灰@ コリヤなど) したもの

、口一ムと

ある治宝、ここ

している O

ミス@
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(3)古期富士火山の泥流増積物(古富士泥流)

御殿場市域から小山町南部にかけては、古期富士火山の泥流堆積物とこれを覆う扇状地堆積物(火

山性砂擦層)が広く分布しており、古富士泥流と総称されているO 古富士泥流の露出の北限は須走~佐

野JlI上流(柴怒田)，，-，須JlIぞいにあり、小山町の台地や段丘の基盤となっているO 国道246号須JI[橋

の周辺の露頭での観察により、!駿河擦麗@富士火山噴出物(スコリヤ質ロームト泥流堆積物

泥流)の関係は図 7のように推定される O なお、この泥流堆積物は小山町東限(神奈川県境)の鮎沢

J 11ぞいに達し、激密で不透水性の安定地盤を作っている。奈良橋~大久保~茅沼~藤由~中島南部~落

合~小山~下谷の集落の多くはこの泥流を覆う薄い段丘砂諜層上に立地している O

富士登山道須走口 5合目から小富士(富士火山の寄生火山)じ至る散歩道の小富士寄りに見られる

泥流堆積物は、宝永山の赤岩を除けば、最も高所に見られる古期富士火山の山体の一部である O 御殿

場市域から小山町生土付近に至る鮎沢j[[本流及び支流の谷壁には、流下の過程で激しい摩耗を受け、

丸みを帯び、た大小様々 山灰@火山砂擦によって鍛密に閉められた硬し

層が各所に露出しているのが観察される O このなかには、集塊質泥流によって運ばれた倒木が埋もれ

木となっており、その一部は風化@侵食により失われ、洞穴状となっていることもあるO 風化を受け

ていない埋もれ木はC14法による年代測定に利用でき、富士紡績 小山工場付近(須J11合流点付近)

の泥流堆積物から採集した木片のC14年代は 24，000土400年前を示している O したがってこの付近の

泥流堆積物は約2.4万年前の古期富士火山の活動によるもので、同時期の泥流は城山の南裾、須JlI谷

小山駅前等に分布しており、古期富士火山の火山活動の激しさを示しているO こうした激しい火

山活動は第4紀の気候変動に伴う蜂雪(雨)量の最大と深く関わっているものと推定されている O

例えば、噴火活動が現在以上に降雪の多い寒冷湿潤な気候下で起これば、大規模な融雪@融氷で生

じた大量の水が、火山噴出物(破砕された溶岩塊。火山角際@スコリア@火山灰等)を一挙に押し流

し、土石流や火山泥流を引き起こしたであろう o (仮に積雪期で、なかったとしても、大量の降南があれ

ば、山体に堆積した不安定な火山噴出物を押し流したり、山体の一部を崩壊させたであろう)

こうして牛.じた泥流謹摺物のなかには、直径 1n1 

によると、

は155

は泥流密度に応じ

2 

掘関すると、20t 

(1.出3)

(2. O. 
(2.4) 0.5 

0.7 
l.0 

15 

l.15 
l. 

タ(表2) 

55%のローム

: 2.79 g/cm3) 

O. (g/cmり、 1. (g/cmりとなり、

口一ム コリ

(1. (1. 

l. O.合合
O. 0.6 
l.05 0.8 
l. l.1 



(町田 1964)0こ

流

にある

cm ωニヒj器官:trjJ戎させるほどの休止期

い爆発的活動を繰り返し起こしたものと思われる

時には

ユないj

にして、

ょう山百

し

も繰り

り

している

させ、流路に当たる

しているO その激しし により、

を主とし し

に亙る

けるような大きな火山活動の中断

9'"'-'5千年前に噴火活動

に分けられるJことなど

とし

したものである O

ら推測すると、富士火山は厚さ

いて、サブプリニー式の余り大きくな

「泥流の起源の多くは崩壊と考えられるので、

るO また、テブラが堆積した

も、この時期に溶

山はやはり成層火山であったに

いる O さらに、既に 4節で触れ

している O

ら流出した古河内JlI(古瀬匂JlI

の上流部)が南流して駿河湾に流入していた(図 6a)が、およそ 8 6万年前になると、一転して

に流入するようになった(図6b) 0 その原因として、(1)古期富士火山の活発な活動による火山

体の成長(大量の噴出物の堆積)が古河内]11の南流を妨げたこと、 (2)古皆瀬川(古酒匂}I[支流)の激

よる河J11 いる(町田ほか 1992)。 に続く-

3 )町田洋ほか (1975): (第四紀研究 14)

ほか (1979): と (自 シンポ)

ほか (1981): I[ と の し〉 ち'"'-'(コロナ社)

6 ) (1986) :日 3 (共立出版)

ほか (1986):日 自然 2I日本の山j

8 )杉村新ほか (1991): 

ヲ)町田洋ほか (1992): 

16 


